
















精神遅滞の疑われる児の乳幼児期における診断は、病的な所見や発達検査・知能検査によ

るが、スクリーニングは、運動発達・精神発達のマイルストーンを年令相応に達成してい

るか否かをみることによる。しかし、自閉症児・精神遅滞児の乳児期行動特徴を回顧的に

検討した 2、3の研究によれば、これらの児は、おとなしい、手がかからないなど、一定の

行動特徴を示すことが指摘されている。したがって、マイルストーンの達成とは別に、行

動特徴の面から、精神遅滞が疑われる児を評価することにも意義があると考えられる。そ

こで、本研究では、精神遅滞児、あるいはこれが疑われる児について、その乳児期の行動

特徴(気質的特徴)を明らかにし、精神遅滞児の早期発見に関する手がかりを得たいと考え

た。そのために、「気質アンケート」(仮称)を作成し、初年度にはその試案を報告し、第 2

年度は、これを改訂し、若干名の児について資料を集めた。 

本年度は、例数を追加し、正常児群と発達遅滞あるいはこれが疑われる児に気質アンケー

トを施行し、本質問紙の有効性と発達遅滞児の行動特徴について検討した。 


